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２．研究の実績の説明 

（１）成果の概要 

本研究グループは、熱中症研究者の研究プラットフォームの構築を目的としており、現在入手困難な軽症から重症

までの熱中症発症者の即時データを収集可能なアプリ開発、熱中症弱者（要配慮者）を対象とした環境リスク評価、

領域横断的・学際的熱中症環境リスク評価として、多面的なリスク評価、疫学調査、対策技術開発、臨床データ解析、国

際比較研究、警戒アラート最適化研究、社会的影響評価を総合的に推進した。研究代表者の横堀、研究分担者の坂本、大

塚、藤崎らは、熱中症研究プラットフォームのシステムデザイ ンを行い、アプリ開発を遂行した。また開発に伴い仕様書

を作成したうえで、アプリケーション制作を発注し、テストを行った。また、従来あるアプリデータを用いて、軽症、中等症

の症状や、症状と WBGT のピークを検討した。 

久保は、熱中症アプリ開発の参考研究である福岡地域救急医療版 J-SPEED 特別調査を検証し、入力負担を最小

化する様式や、データを即時に現場へ還元する循環型管理の有効性を示した。一方で、任意参加による参加率の低

さが課題であり、紙様式の併存や即時フィードバックの重要性を提言した。 

岡は、東京都の覚知時刻別搬送数と気温を分析し、搬送数は 12 時にピークを迎え、30℃付近から急増することを

明らかにした。発症から救急要請までの時間的ラグも示唆された。 

林は、検案事例 140 件を解析し、独居高齢者の多さ、エアコン未使用例の多さ、基礎疾患の関与など、死亡例の特徴

を明らかにした。 

神田は、小児・高齢者の生理学的負荷評価を行い、小児の高負荷運動環境や、高齢者労働現場での冷却服の効

果不足を示した。新規設計（神田モデル）のファン付き作業服を開発し、従来型より高い冷却性能を確認した。また、

HSS では 447 例を登録し解析を進めている。 

鈴木は、酷暑期避難所での睡眠悪化と環境要因の関連を整理し、気温低下（ma7）が心不全入院と関連すること

を示した。 

上田は、全国搬送データを用いて暑熱と大気汚染物質の交互作用を検討し、光化学オキシダント高濃度日に熱中



症リスクが上昇することを示した。 

細川は、スポーツ現場での労作性熱中症の前向き調査に向けてアプリを開発し、倫理申請を完了、2026 年度の調査

準備を進めた。 

島崎は、重症熱中症患者の治療経過を解析し、熱中症Ⅳ度と DIC 合併の関連を明らかにした。また、労作 

性熱中症の実証実験に向けた準備を進めた。 

橋爪は、人口動態・救急搬送・入院・気象データを統合した長期時系列データセットを構築し、警戒アラート最適化

と国際比較研究を開始した。 

上野は、救急搬送データと診療データの照合により、確定診断との乖離や、搬送元と曝露場所の不一致、搬送以外

の受診例の多さを示し、搬送データのみでは地域の実態把握が不十分である可能性を指摘した。 

以上より、本研究グループは、救急搬送・診療・検案・労働・スポーツ・環境データを統合した多層的アプローチによ

り、熱中症の発生機序、重症化要因、環境要因の交互作用、データ収集体制の改善点を明らかにし、予防・警戒シス

テムの高度化に資する科学的基盤を強化した。 
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日新聞（2025 年 9 月 2 日、1 頁、最も暑かった今年の夏） 

３）岡和孝 神戸新聞（2025 年 9 月 4 日、16 頁、熱中症予防 切り札!?） 

４）岡和孝 プレスリリース 2025.11.17「長期的な暑熱適応の効果を見込んでも気候変動と超高齢社会により 

21 世紀半ばに向けて熱中症死亡者数が増加する」（国環研） 

 

５）岡和孝 ニュースがわかる日本地図 2026（昭文社）（29 頁、「熱中症が激増し、救急車が足りなくなる」） 

 

６）岡和孝 NHK E テレ「視点論点」（2025 年 6 月 23 日） 

７）岡和孝朝日新聞（2025 年 10 月 12 日） 

８）岡和孝 朝日新聞（2025 年 11 月 10 日） 

９）横堀將司 日本医事新報社 （2026 年 2 月 21 日）新型コロナ禍の熱中症予防対策とは？ 

10） 横堀將司 東京新聞 （2026 年 8 月）エアコンない人を「熱中症」からどう守る？ 厳しさ増す暑さ…リスクが高

い高齢者支える在宅医療の現場では 

11） 横堀將司 サイエンスポータル 職場の熱中症対策、6 月 1 日から罰則付き義務化 今年も猛暑予測で初期症状

の早期発見、重症化予防が狙い（2025 年 05 月 23 日） 

12） 横堀將司 西日本新聞 今のうちに熱中症になりにくい体づくりを 運動を続け「サラサラ汗」目指そう（2025） 



13） 横堀將司 読売新聞 熱中症注意・重症度知らせるアプリいろいろ. （2025 年 7 月 31 日） 

14) 横堀將司 毎日新聞 暑さ和らいでも油断禁物 熱中症は湿度にも注意 最多は「屋内」（2025 年 8 月 

10 日） 

15）神田潤 テレビ朝日 林修の今でしょ講座【猛暑が長引く今年、特に注意！慢性的熱中症】(2025 年 7 

月 18 日) 

○ 知的財産権 

No. 特許等の名称 出願番号 
（出願日） 

出願人 発明者 

1 冷却機能付き衣服 特 願

 2026

- 

027966 

（2026.02.25） 

株式会社日進産

業、学校法人帝京

大学、学校法人日 

本医科大学 

神田潤 

○受賞等 

特に記載すべき事項はない。 


